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中国での日本書調査は、1999年12月 と2000年12月 の2回 行った。第一次調査は、12月13日
から四日間、雲南省と香港で、多田一人で、第二次調査は12月24日 か ら6日 間、雲南省と貴
州省で、陳捷女史(日 本女子大学)と 二人で調査に当たった。両次 とも短期間の調査ではあ
るが、いくつかの成果があったので、特に雲南省 と香港での調査について報告 したい。
中国大陸に伝存する明治以前の日本書調査では、従来西南地域(四 川省 ・雲南省 ・貴州省)
や1997年 に返還された香港での調査が、あまり行われていなかった。西南地域については、
一つには多 くの少数民族居住地域 を抱 え、四川省の一部を除いては日本からの書籍が流入 し
そうもないという先入観が、いま一つは日本か らの交通の便がよくない点が調査を阻んでい
た。香港については、返還以前はイギ リスの植民地であ り、大陸の諸機関との文化交流が制





第一次調査の 日時 と機関は以下の通 りである。(いずれも1999年)
12月13日 雲南大学図書館
12月14日 雲南省社会科学院 ・雲南省図書館
12月15日 か ら16日 香港大学馮平 山図書館


































諸機 関での調査では、い くつかの機関で、閲覧に際 して研究協力の費用 をもとめ られた。
大陸の研究機関では、必ず しも研究費が潤沢でな く、外部か らの調査には、このように対価
を要求 されることが多いが、法外な価格でなければ、調査の必要経費 として支払 うべ きだと




善本の コピーは不可。古い線装本はだいたい善本に一括収納 されているため、調査対象 と
なる明治以前の書籍のコピーはで きないことになる。雲南大学図書館善本室では、 日本の研





鮮 ・日本 ・安南)を 携えてこられた。私たちの調査が、この目録の誕生に幾分で も力になっ
たのなら、喜ばしいことである。
香港 香港大学には、京都大学中国学の先輩である馮錦栄先生が勤務されている。調査で











古籍善本書録』を発刊 したところで、これによって 日本書の検索がで きる。香港大学では、
館内の端末で検索する完全なオンライン目録がで きている。ただ し、目録採取時に日本書は
中国書に紛れて分類 されていることがあり、キーワー ド検索だけでは対象 となる書籍の発見
は難 しい。馮平山図書館 を熟知 している馮先生のア ドバイスがあったか らこそ、い くつかの
資料を見ることができた。
香港大学の例に限 らず、 日本書に対する認識は香港 ・大陸を問わず似たような部分があ り、
中国書 として分類されている場合が少 なくない。その点で、雲南大学の沈継延先生、香港大





両次の調査で訪問 した機関の日本書の整理状況は以下の通 りである。(◎ は日本書の所在が
豊富で、目録が存在する機関。○は調査済みの機関。△は未調査の機関。)
昆明
◎雲南大学 『雲南大学図書館外国刻本書目録』(沈継延先生作成2000)日 本書あ り
○雲南省社会科学院 善本室はあるが、室内に排架 されている日本書で閲覧 し得たもの
には特にかわったものはなかった。宋綺先生の 「善本書目」稿本には、数巻の仏典の










っていない日本書(伊 藤仁斎 『古学先生別集』稿本など)を 見せていただ く。今後、
馮先生と協力 して、新たに日本書目録を追加する必要がある。






外国刻本書術略」参照)第 一次調査では、一人で調査 したので、 目録中のすべての対象 図書
を調査することはできず、数部を目睹するに止まった。第二次調査では、主に医書 に絞 って、









限られた時間で調査 しえた書籍の中に、伊澤蘭軒の旧蔵の 『華氏中蔵経』が含 まれていた
ので、以下に紹介する。
5伊 澤蘭軒旧蔵 『華氏中蔵経』 について
『伊澤蘭軒全集』第八巻所収(11の 『酌源堂医書 目録』{2}によると、蘭軒旧蔵書の 『華氏中
蔵経』は次のように著録されている。(点等は筆者による)
華氏中蔵経 三巻 一冊 収在 『孫校六種』中 魏 ・華陀(撰)
華氏中蔵経 二巻 影鈔清 ・乾隆壬子(五 七1792)・ 周錫[璞]校 本
華氏中蔵経 八巻 一冊 収在 『医統正脈』中
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華氏中蔵経 八巻 一冊 明 ・呉勉学校本
(以上 衆病療治の部)
このうち、叢書に含まれていると注記のあるものについては、叢書の部に再録されている。
医統正脈 明 ・万暦辛丑(二 九1601)刊 本 四十三部注六部欠 明 ・呉勉学
中蔵経 八巻 一冊
孫校六種 清 ・嘉慶丁酉(3)刊 本 清 ・孫星衍
華氏中蔵経 三巻
雲南大学の調査では、第一次で伊澤蘭軒手抄本 『華氏中蔵経』巻下を発見 し、第二次で蘭
軒旧蔵掃葉山房(周 錫[瑣]校)本 『華氏中蔵経』巻上 を目睹 し得た。これは第一次調査の
時に、伊澤蘭軒の重要性を沈継延先生 にお話 ししておいたところ、再整理 され、それ までは
日本人の抄本と中国の古籍 という観点か ら別々になっていた蘭軒旧蔵 『華氏中蔵経』を合帙
して くださったか らである。日本人旧蔵 の漢籍は、中国に戻って再分類されると、漢籍の部
に編入されるので、このような偶然でもない限 り、探 し当てることは難 しい。あとは善本 目
録の蔵書印に関する記述 を丹念に見てい くくらいしか方法はないだろう。




巻下を抄写 し、これを校勘 した。後に、巻上のみの不全本を入手、改めて校勘 した。『目録』
には、不全本の巻上については記述 されていないが、こちらにも蘭軒 自跋が付 されている。
おそ らく、上下 とも抄本 とする 『目録』が誤っているのではないか と思われる。
蘭軒の入手時期に沿って、巻下、巻上について述べることとする。



























未動 厂再服」 再服二字 孫本細字
「小児姙婦及老人□與服」 按闕文(割 注は原注)
疑不字























































































































「伊澤信括」印 「字澹父」印 「信盾?奇 書自鈔」印
伊澤蘭軒の識語 にあるように、この手抄本は、文化元年(1804)当 時行われていた明 ・呉
勉学等校刊本(医 統正脈本)に よる 『華氏中蔵経』の下巻の 「療諸病薬方六十道」に錯簡が






た。長崎では多 くの文化人と交流 したが、その内には、 日本との貿易のために訪れている中


















「華陀中蔵経」 とある。表紙には墨でさらに 「慶豊□(恆 か)」 という文字、「一九五四年貴州
大学撥交雲南大学」の印がある。
封面の 「嘉慶庚申年[銹]中 蔵経 掃葉山房蔵板」は朱刷 り。第一葉に 「伊澤氏酌源図
書印」、朱注および墨注があり、藍点が付されている。
藍点は、第一次調査の時には分からなかったのだが、第二次調査で巻上 を見て、後に伊澤




上では第五篇第四葉遺稿 には朱注はない。特に重要 と思われる巻上末の蘭軒 自跋をあげるこ





[瑣]校 本、並出於元人写本。但 【無但字】是一源、其論証 【辧】与此本同。但字句頗有異耳。
【而1至 薬方則僅□ 【六】十道而丁香散無載。










の宿願を果たし、呉 ・周 ・孫の三本を比較、呉本の採るべ きところがあると認めたのである。
巻上末には、「伊澤信恬」「字澹父」「師古斎讎書千巻雜朱黄?」 の三印がある。
8伊 澤家からの流出経路
伊澤蘭軒の蔵書は、割合早 く散逸 しは じめたようである。『中蔵経』巻下の本文末 となる第
二十一葉裏に次のような書 き込みがある。
嘉永甲寅十月廿九 日於辰ロ直舎以孫星衍所校本一校了、源淳
嘉永七年(1854)に 、源淳なる人物が、伊澤蘭軒の 『華氏中蔵経』二巻を入手 し、平津館
本によって再校 したことを示す。源淳なる人物については、まだ不明である。再校 は、朱注
によって、蘭軒の校勘が正 しければ 「同」 と記 し、異議のあるときは、最初は藍書 しようと
したようだが、最終的に朱書になっている。両次の調査で、雲南大学の日本医書を目睹 した
が、うち 『存誠薬室叢書七種』には、蘭軒 もしくは源淳 と同じ手になるようにみえる二種類
以上の書 き込みがある。推測では、酌源堂の書物の一部が幕末に流出、うち源淳に渡った分


























































(1)オ リエ ント出版社 全八巻1998年 『伊澤蘭軒全集』の閲覧については、オリエン ト出版社に
お世話になった。謝意を表したい。なお、同全集は現在版元品切れである。
(2)武 田科学振興財団杏雨書屋所蔵 編者未詳 「酌源堂漢土医書目録亅『酌源堂皇朝医書目録』合綴本
一冊 杏三六五三 阿倍氏蔵印
(3)嘉 慶に丁酉はない。丁酉は道光十七年(1837)。 孫星衍本は清 ・嘉慶戊辰十三年(1808)刊 。
(4)『 伊澤蘭軒全集』五巻所収 慶応大学医学メディアセンター 富士川文庫蔵
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